
昭和34年、小さな写真屋に生まれる。

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。

日米交渉や道路公団民営化、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。

平成21年衆議院総選挙において、初当選。5期目。環境大臣政務官、

党副幹事長、党農林部会長、農林水産大臣、予算委員会理事、党総務

会長代理、法務大臣を経て、現在、経済産業大臣として重責を担う。

〔趣 味〕ハンドボール、カラオケ、読書、映画

〔好きな食べ物〕ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ）

〔尊敬する人物〕高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎
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住所：〒100‐8910 東京都千代田区永田町1-11-23
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経済産業大臣 自民党千葉県第七選挙区支部長 衆議院議員

４月９日から１３日にかけ、岸田総理に同行する形で訪米しました。
日米首脳会談と日米フィリピン首脳会談に同席した他、大臣として、レモンド商務長官、

ポデスタ統領上級補佐官ほかと会談を行いました。

テーマは、半導体やAI、量子などの新興・重要技術や、洋上風力発電などの環境分野、さらには経済安全
保障において日米協力を深めようというもので、多岐にわたりましたが、大変密度の濃い会談となりました。

かつて通産省に勤務していた時、米州課で日米問題を担当していたことがありましたが、まさに隔世の感
であります。当時は、半導体と言えば対立、対立でありました。それが今は協力です。この機会を活かし、
半導体王国日本の復活につなげていければと思っています。

私も同席した、ホワイトハウスでの日米フィリピン首脳会談の動画が、ジョー・バイデン大統領自身のＸ
（旧ツイッター）やインスタグラムに掲載されています。私がバイデン大統領と話している様子も写って
います（0:52～です）。一瞬ですが笑笑。
ご関心ございましたら、Ｘのさいとう健公式アカウント「さいとう犬」からご覧ください。

公明党角田秀穂議員とガッチリ連携！

ＧＷを活用して、イタリア、フランスに出張してきました。イタリアのトリノでは、
Ｇ７気候・エネルギー・環境大臣会合、パリではＯＥＣＤ閣僚理事会に参加しました。

その間、各国大臣などとも会談をしました。
印象に残ったことを簡潔に報告します。

Ｇ７では、ＣＯ２などの排出をネットでゼロにする、いわゆるカーボンニュートラルについて、各国の
事情に応じて多様な道筋を認めながら実現するという、我が国の主張の理解が進んだ点は大きかったと思い
ます。同時に、Ｇ７各国の有する技術・資金・人材などを世界に向けて活用していくことが強調され、我が
国はＧ７唯一のアジアの国として、東南アジアをはじめとするアジアの国々・地域への協力を強化していく
ことを鮮明にしました。

ＯＥＣＤ閣僚理事会では、今回初めて設置された経済安全保障のセッションの議長を務めました。ある
特定の国が他国に対して経済的な威圧を加えることへの懸念の声が相次いで表明され、改めて、各国がこの
問題をいかに深刻にとらえているかを実感しました。今後、具体的な
アクションにつながるように、アメリカやＥＵと強力に連携してきた
いと思います。

閑話休題ですが、トリノの駅構内に、お寿司のスタンドが出ており
まして、大変売れておりました。約２５センチ四方の箱に入った握りは
なんと、日本円にして約一万円。面白かったのは、タコスの皮のような
ものにシャリを入れ、その上に具を散らして乗せた、まさにタコスの
ような形のお寿司です。歩きながらでも食べやすそうで、これは日本
でもいけるのでは（笑）。
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メルマガ
～ 後援会入会はコチラまで ～

さいとう健 後援会事務所（流山おおたかの森駅 北口すぐ）

〒270-0119 流山市おおたかの森北1-5-2セレーナおおたかの森2階

TEL：04-7190-5271 FAX：04-7190-5272 E-mail : info@saito-ken.jp

さいとう健 国会事務所

〒100-8981 千代田区永田町2-2-1衆議院第一議員会館822号室

TEL：03-3508-7221 FAX：03-3508-3221

野田の生け花展にて素敵な作品を堪能。

花の魅せ方にいつも驚かされます。

公明党角田秀穂議員とガッチリ連携！

さいとう健は、これまで「ひきこもり支援推進議員連盟」の会長代行

として、このたび、１５０万人とも推計されるひきこもり状態にある

方々やそのご家族への支援について、とりまとめました。支援体制の地域偏在を解消

するための対策や、「ひきこもり支援ハンドブック」の早期策定、心理相談や多様な居場所の確保、

ひきこもりに関する理解促進などについて提案をしています。ひきこもりで苦しむ方々を少しでも

減らせないかと、政府での対応を促していく所存です。

流山が戦禍に巻き込まれることを

避けてくれた近藤勇を偲び合掌。

支援者の方からこのような連絡をいただきました。

『友人の娘が昨年、中学でいじめにあい登校できなくなってた。学校とも話し合い、新年度

からは配慮したクラス編成をとお願いしたのに反古にされひどく絶望し、どこに相談しても責任の

たらい回しで自死されるぐらいなら転居するしかないのかと思い詰めていた時に、ふと齋藤法務

大臣がたかまつななチャンネルで子供の人権相談のことを言ってるのを思い出し、絶対に秘密が

守られるという言葉を信じ人権相談窓口に電話をしたら、本当に秘密厳守かつ速やかに専門職の人が

介入してくれ、ようやく学校側も非を認め、娘さんが少しずつ登校できてる。齋藤先生に感謝を

伝えてください。』

こども人権SOSミニレターの取り組みにより一人でも多くのこどもが救われることを切実に

願っております。 【電話：0120-007-110 LINE：じんけん相談】

さいとう健は、かねてからご報告して

おりますように、街の書店がなくなる

ことに危機感を覚え、経済産業省にプロ

ジェクトチームを立ち上げるなどして奮闘しておりますが、

このたび、大変うれしいケースに出会いました。

狛江市の唯一の書店が昨年１１月に閉店をしました。

ところが、本のある暮らしを作りたいということで、本年

１～２月にわたり、有志の方々が、推薦コメントを付して

駅ナカに６０冊の本を持ち寄って「エキナカ本展」を開催

しました。自由に書き込めるノートを置いておいた結果、

こどもからお年寄りまで７０００人が来場して、書き込ま

れたノートが４００冊になったとのこと。そして、こうした

声が書店に届いて、なんと書店の再出店が決まったのです。

感動しました。

これまで、書店がなくなるという話ばかり聞いていたの

ですが、初めて復活した話を聞いたのです。それも市民の

力で。

今や全国の四分の一の市町村で書店が一軒もありません。

これからその市町村で生まれる子供たちは、本屋という

ものを知らないで育つのです。身近に本屋がないのですから。

この狛江市のようなケースが、全国の市民の力で増えて

いくことを切に念じています。


